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星槎湘南大磯キャンパスにアーチェリー場
が完成しました。サッカーグランド海側に隣
接して設置しています。30m、70mの射的
が可能です。的の土台には、古畳をリサイク
ルし、6月の酷暑のなか、選手・コーチ・ス
タッフ計 4人で 100 枚以上の古畳を運び込
み土台作りを行いました。さらに 1カ月後
7月 20日（土）、星槎湘南大磯キャンパス・
アーチェリー場のオープニング・セレモニー
が開催され、宮澤保夫理事長が出席した他ア
ーチェリー場建設にご協力いただいた方々を
ご招待いたしました。ここでの練習を活かし、
今夏締め括りとして韓国広州オープン大会及
び遠征を実施しました。また、9月中旬、愛
知県岡崎市で開催される第 3回 ISPS　Handa　Cup
にも 2年連続参加します。星槎国際湘南アーチェリー
部のソナム選手とニダップ選手は12月にネパール開催
予定の南アジア大会出場を目指しています。
一方、8月には日本武道館で日本開催は 9年ぶりと
なる世界柔道連盟主催世界柔道選手権大会（世界柔道）
が開催されました。世界柔道はオリンピックに次ぐある
いは同等以上とも言われている世界大会ですが、ついに

アーチェリー場完成、世界柔道出場 !

各国での支援活動� ブータン

新設されたアーチェリー場で練習に励むソナムさん（左）、ニダップ君（右）

オープニング・セレモニーでの写真 世界柔道に出場した星槎道都大学の左から
タンディン選手、キンレイ選手

ブータンが初出場することができました。ブータンから
来日したガワン選手が 60キロ級、星槎道都大学 1年
生キンレイ選手が 66キロ級、そして同大学 1年生タ
ンディン選手が 73キロ級にそれぞれ出場しました。3
選手共に善戦しましたが、残念ながら予選初戦敗退とな
りました。ただ、これで終わりではありません。3人の
柔道家は、アーチェリー 2選手と共に南アジア大会出
場を目指しています。� （FGC　石田博彰）



エリトリアから星槎国際湘南に留学中のデジェン選手
が、モロッコで開催されたAll�African�Games（アフ
リカ競技大会）にエリトリア代表として出場しました。
デジェン選手は 7月の大会で 10000m　28 分 10
秒 59 の自己新記録をマークし、アフリカ競技大会の
標準記録を突破しての出場となりました。8月 27 日
（火）に実施された競技の結果は、21人中 12位、記録
は 29分 12秒 77と本人の自己記録を大幅に下回りま
したが、次に繋がる良い経験となりました。デジェン選
手はこの秋、星槎国際高校を卒業、星槎大学へと進学し、
今後も日本での活動を続けていきます。
� （FGC　石井洋祐）

2019年 7月 9日（火）、星槎国際湘南で学ぶエリト
リアの留学生1年生 3名が大磯町立大磯小学校を訪れ、
エリトリアの郷土料理を一緒に食べる給食交流をしまし
た。これは 2020 年東京オリンピック・パラリンピッ
クにおいて同国と事前キャンプ協定を結ぶ神奈川県、小
田原市、箱根町、大磯町、星槎グループが双方の国の交
流を深めようといった「SKYプロジェクト」の一環と
して実施されました。
こどもたちは皆彼らに興味津々な様子で、言葉の壁は
あるものの楽しそうに交流している姿がみられました。
給食ではエリトリア郷土料理である「アリチャ」が振
舞われ、留学生たちも「現地の味に近くておいしい。」
と喜んでおりました。

各国での支援活動�
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デジェン選手、
ALL AFRICAN GAMES 2019 に出場 !

星槎国際湘南留学生、地域交流！

エリトリアナショナルチームのウェアを着たデジェン選手。
モロッコからの帰国後、エリトリア陸上競技連盟にて

また同月30日（火）には同じく星槎国際湘南のミャ
ンマー留学生 1年生 3名が大磯町保健センターにて町
民の主婦らでつくる団体「大磯町食生活改善推進団体（通
称ママの会）」とのミャンマー郷土料理交流会にご招待
いただき参加してきました。これも同様に「SKYプロ
ジェクト」の一環として実施されたものです。
ママの会の方々も試行錯誤を繰り返しながらも現地の
ミャンマー料理を再現し作ってくださり、積極的に生徒
たちと交流をはかってくださいました。実際に食べてみ
ると、「とてもおいしいです。現地の料理の方がもっと
辛いけども限りなく味は近いです。」と久しぶりの郷土
料理の味に大変満足している様子でした。
� （FGC　宮川翔太）大磯小学校での給食交流の給食交流

地域の方々とのミャンマー料理交流

エリトリア

エリトリア・ミャンマー



留学生活動報告

星槎国際湘南で学ぶ
エリトリア、ブータン、
ミャンマーからの留学
生 11 名は、日本でそ
れぞれの夏休みを過ご
しました。各競技専攻
では合宿や強化トレー
ニングなどを行い、い
つも以上に練習に力を
いれています。学業面
では日本語や英語の夏
期講習も受け、レポー
トにも取り組みながら、
ビーチヨガや水ロケッ
ト作りなどの特別授業
にも参加し、知識を広
げることも忘れませ
ん。また8月3日（土）

に開催された小田原酒匂川花火大会には浴衣を着て参加
し、日本の夏の風物詩である花火を鑑賞しました。音楽
やプロジェクションマッピングなどを取り入れたエンタ
ーテイメントに、留学生達は片時もスマートフォンを手
放さず、写真や動画撮影をして大変感動していました。
沢山の楽しい夏休みの思い出を胸に、新しい学期も益々
頑張っていってほしいです。� （FGC　小野木愛）
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特別授業でビーチヨガ体験

思い出に残る夏休み！

日本の夏休み！

浴衣を着て小田原酒匂川花火大会に行ってきました！

県内各校が集う合同練習に参加しました！
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法人会員様・ご協力団体様
紹介コーナー

このコーナーは当財団にお力添えをいただいております企業・団体様をご紹介していきます。

第 2 回 株式会社 JTB 神奈川西支店 様


